
� は じ め に

コミュニケーションの場における笑いの表出

は、他者との円滑な関係を築くために非常に重

要な役割を担っている。笑いはヒトの表情の中

で最も頻繁に表出されるもので、近年になって

笑いに着目した科学的研究や実践が多くの分野

で実施されつつある。

医学分野においては、Norman, C6）が笑いの

もつ病気の治癒力を発表して以来、多くの信頼

できる研究が報告されてきた。Takahashi , K

ら10）は情動に大きく影響を与えるコミックビデ

オの視聴時と情動にあまり影響を与えないビデ

オの視聴時における血中内の NK 細胞活性を

比較し、コミックビデオの視聴により NK 細

胞活性の有意な増加を確認している。これは、

笑うことで NK 細胞の活性化が起こり、免疫

力が高まることを示しており、日常的な笑いが
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健康に大きく関与しているといえる。

さらに、筆者ら12）は、親近感のある女子学生

の約 1時間の会話前後における気分得点（10

点満点法）と会話中の笑いの数量（大騁骨筋筋

電図による測定）を分析した結果、笑いと楽し

さとの関係は、笑うから楽しくなるというよ

り、楽しいから笑うということに有意な結果を

得ており、これは笑いはコミュニケーションと

深く関わりがあることを示し、心理面にも大き

な影響を与えるものと考えられる。

また、筆者ら11）は、笑いは通常ひとつの刺激

に対して約 2～3秒の持続時間が最も多く出現

することを認めており、それよりも長い時間に

わたり笑いが持続される場合は、言葉や動作か

ら発展した笑いの要素が重なり、連続した笑い

刺激（笑いの伝染）が発生するためと考えてい

る。これについて伊藤3）は、コミュニケーショ

ンにおける人間の行動を「情報の伝達」と「場

の共有」を両端とする軸で捉え、笑いの伝染は

「場の共有」に類似した現象であると指摘して

いる。

このことから、長い時間にわたる連続した笑

いは、前述の楽しいから笑うという要素だけで

はなく、笑うから楽しくなるという複合的要素

が加わり、それがその場を共有する仲間に伝わ

っていくことが考えられる。例えば、落語や漫

才等を寄席で多人数で見た方が楽しかったり、

場の盛り上がりについても多く出現することを

我々は体験している。

そこで本研究では、約 50分間にわたる笑い

誘発のコミックビデオを被験者独りの場合と他

の被験者 3名が同席し、合計 4名の複数で視聴

してもらった場合の 2つの場面について、それ

ぞれ笑いの数量を表情筋筋電図の量を測定する

と同時に、コミックビデオ視聴前後の気分の評

価を POMS（Profile of Mood States）で、また

視聴ビデオの面白さの評価を VAS（Visual Ana-

logue Scale）で調査し、笑いは他人の存在で変

化するのかということを検証したので報告す

る。

� 方 法

1．対象

私立 K 大学に在学する女子学生 4名を被験

者とした。この 4名は同じ学部・学科に所属し

ており、お互いに親近感があり、普段の大学生

活においても授業や自由時間等で多くの時間に

ついて行動を共にしているメンバーである。4

名の年齢はいずれも 20 歳で健康な女性であ

る。実験に関しては事前に本研究の趣旨を十分

に説明し、同意を得た上で実施した。

以下、4名の被験者を H. T、A. S、S. T、Y.

A と記する。

2．実験手順

（1）測定機器および部位

大阪大学大学院医学系研究科神経機能医学講

座で考案された携帯型心電図長時間記録装置

《フクダ電子製ホルター心電計 SM−60 の時定

数を 1/100の 0.0165秒に、感度 4.7倍に改造、

以下長時間筋電図記録装置とする》を用いて、

笑いの際に主として収縮する表情筋である大騁

骨筋の筋放電を小型生体電極（日本光電製）に

より、口角と騁骨突起を結ぶ線の中心から、口

角側および騁骨突起側にそれぞれ 1 cm の点を

中心に装着し、左大騁骨筋の直上で双極誘導し

た。また、笑いの規定は 50 µv 以上の振幅で 1

秒以上の持続時間のある筋放電を笑いと規定し

てカウントした。

（2）予備手順およびビデオ視聴の流れ

実験に先立ち、4名の被験者のそれぞれが好

むお笑いタレントや好きな笑いのジャンル等を

アンケート調査し、それぞれの被験者に十分に

笑いが起こると考えられる市販のコミックビデ

オ（1本約 50分）を 1人につき 1本用意し、

このビデオを独りで視聴する場面および複数で

視聴する場面の両場面に用いた。

すなわち、被験者 1名に対し、コミックビデ

オの独りの視聴と 4名での複数の視聴の 2施行

を実施し、4名の被験者で合計 8施行の実験を
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実施した。実験順は、すべて独りの視聴から実

施し、4名すべてが終了してから、独りの視聴

順に複数に同じビデオの視聴実験を実施した。

各実験の間隔は 2週間とした。

（3）本実験

8施行ともすべての実験は大学の同一教室を

使用し、教室内にあるテレビの正面 2 m 前に

被験者を椅子に座らせた状態で実施した。ま

た、被験者のビデオ視聴時の表情をテレビ後方

よりデジタルビデオカメラにて撮影した。さら

に、検者が被験者の気にならない場所（教室後

方）に座り、目視での観察も実施した。

漓コミックビデオの独りの視聴時には、実験

教室にて被験者に長時間筋電図記録装置を装着

し、ビデオ視聴前の気分を POMS で調査し、

ビデオ視聴後に、ビデオの面白さの評価を VAS

で、また、ビデオ視聴後の気分を POMS で調

査を実施した。

滷コミックビデオの複数の視聴時には、電極

装着被験者は他のメンバーより先に実験教室に

来室してもらい、長時間筋電図記録装置を装着

し、その後、他のメンバーが来室した時点でビ

デオ視聴前の気分を 4名全員に POMS で調査

し、ビデオ視聴後には、4名全員にビデオの面

白さの評価を VAS で、ビデオ視聴後の気分を

POMS で調査を実施した。

また、コミックビデオ視聴時には、お互いに

会話をしない事とし、場の共有のみで実験を実

施することを周知してもらった。

これら全 8試行における笑いの数量および

POMS、VAS の点数については、Spearman の

相関係数を用い、各項目間の関連を検討し、い

ずれも危険率 5％以下を有意水準として処理を

実施した。

� 結 果

1．大騁骨筋筋電図の解析

図 1は、被験者 H. T が独りでビデオを視聴

図 1 H. T の大騁骨筋筋放電（独りでの視聴時）

辰本頼弘・志水 彰：「快の笑い」は他人の存在で増加するか？

─９９─



した時の 2分間における笑いの際の大騁骨筋筋

放電の記録である。この 2分間に 6回の笑いが

記録され、長い笑いが 10.24秒、短い笑いが 1.95

秒であった。ただ解析記録からも、50 µv に満
たない振幅の小さな波形が多く記録されてお

り、ビデオカメラの分析から声を出さず、少し

騁を緩める「微笑み」のような表情が多く観察

された。

また、図 2は同一被験者の複数でビデオを視

聴した時の 2分間における笑いの際の大騁骨筋

筋放電の記録である。笑いの回数は独りで視聴

した時と同様 6回記録されているが、長い笑い

が 32.44秒、短い笑いが 7.40秒といずれも、独

りの視聴時に比べ 1 回の笑いの持続時間が長

く、且つ、振幅も強い傾向が見られた。持続時

間の長い笑いでは、振幅が一旦減衰しかけてか

ら、再び増大するという波形が見られることか

ら、ひとつの刺激に対して笑いが起こった後、

その笑いが次の笑いを生み（笑いの伝染）、持

続時間の長い笑いに発展していることが波形か

ら読み取れる。

4名の被験者の約 50分間における独りおよ

び複数のビデオ視聴時の笑いの回数および時間

［表 1］を詳細に分析して見ると、A. S は独り

の笑いの回数は 14 回、笑いの総時間は 57.89

秒（約 1分）、平均持続時間は 4.14秒／回、最

長持続時間は 10.16秒で、複数の笑いの回数は

32回、笑いの総時間は 233.43秒（約 4分）、平

均持続時間は 7.29秒／回、最長持続時間は 30.65

秒であった。次に Y. A は独りの笑いの回数が

26回、笑いの総時間は 337.53秒（約 6分）、平

均持続時間は 12.98 秒／回、最長持続時間は

67.97秒で、複数の笑いの回数は 35回、笑いの

総時間は 542.73秒（約 9分）、平均持続時間は

15.51 秒／回、最長持続時間は 46.42 秒であっ

た。また H. T は独りの笑いの回数が 83 回、

笑いの総時間は 343.02秒（約 6分）、平均持続

時間は 4.13 秒／回、最長持続時間は 16.83 秒

図 2 H. T の大騁骨筋筋放電（複数での視聴時）
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で、複数の笑いの回数は 135回、笑いの総時間

は 1117.61秒（約 19分）、平均持続時間は 8.28

秒／回、最長持続時間は 70.98秒であった。さ

らに、S. T は独りの笑いの回数が 109 回、笑

いの総時間は 1114.34秒（約 19分）、平均持続

時間は 10.22 秒／回、最長持続時間は 38.13 秒

で、複数の笑いの回数は 128回、笑いの総時間

は 1400.83秒（約 23分）、平均持続時間は 10.94

秒／回、最長持続時間は 78.29秒であった。

これらの結果、4名の被験者すべての笑いの

回数および時間について、独りの視聴時より複

数の視聴時の方が笑いが多く出現するという結

果が得られ、笑いの数は、1.17倍（S. T）～2.29

倍（A. S）へと増加した。また、笑いの総時間

においては、1.26倍（S. T）～4.03倍（A. S）

の増加が、笑いの最長時間では、1.46 倍（Y.

A）～4.18倍（H. T）の増加が見られ、複数の

視聴時の方が笑いが 1.6倍程度多く出現し、こ

れは場の雰囲気が笑いを増加させるものと考え

られる。

図 3～6は、各被験者の独りの視聴時および

複数の視聴時の持続時間を 1秒単位で詳細に分

析した結果を示している。筆者が今まで報告し

てきた、ヒト同士のコミュニケーション場面に

おける笑いの長さは、ひとつの笑い刺激に対し

て 3秒までの笑いが多く見られるという結果か

ら、今回は媒介がテレビであるため、いわば単

表 1 笑いの回数および時間

被験者 視聴別 笑いの数の合計
（回）

笑いの数の平均
（回／分）

笑いの総時間
（秒）

平均持続時間
（秒／回）

最長時間
（秒）

A. S
独り 14 0.28 57.89 4.14 10.16

複数 32 0.64 233.43 7.29 30.65

Y. A
独り 26 0.52 337.53 12.98 46.42

複数 35 0.7 542.73 15.51 67.97

H. T
独り 83 1.66 343.02 4.13 16.83

複数 135 2.7 1117.61 8.28 70.98

S. T
独り 109 2.18 1114.34 10.22 38.13

複数 128 2.56 1400.83 10.94 78.29

図 3 A. S の時間別笑いの回数

図 4 Y. A の時間別笑いの回数

図 5 H. T の時間別笑いの回数
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方向での笑い刺激の享受となるが、笑いの持続

時間を詳細に検討すると、1～2.99秒、3～4.99

秒、5～6.99秒、7～8.99秒という 2秒間隔の 4

区分に分け（9秒以上は、最長持続時間までひ

とつの区分として計測しているため、別区分と

して扱う）被験者別に見ると、A. S は独りの

視聴時に 1～2.99秒までの笑いが 7回（全体の

50.0％）見られ、以下 Y.A が 8 回（同 30.8

％）、H. T が 45 回（同 54.3％）、S. T が 8 回

（同 7.0％）で、4名併せると 1～2.99秒までの

笑いが 68回（全体の 29.3％）を占めていた。

また、3～4.99秒は 37回（同 15.9％）、5～6.99

秒は 34回（同 14.7％）、7～8.99秒は 20回（同

8.6％）となり、2秒区分毎での笑いの占める率

は 1～2.99秒までが最も高値であった。別区分

として取り扱った 9秒以上の笑いは最長 46.42

秒（Y. A）の持続時間が見られ、笑いは 73回

（31.5％）を占めていた。

次に同様の区分で複数の視聴時について見る

と、A. S は 1～2.99秒までの笑いが 13回（全

体の 40.6％）見られ、以下 Y. A が 7回（同 20

％）、H. T が 38回（同 28.1％）、S. T が 32回

（同 25.0％）で、4名併せると 1～2.99秒までの

笑いが 90回（全体の 27.3％）を占めていた。

また、3～4.99秒は 47回（同 14.2％）、5～6.99

秒は 43回（同 13.0％）、7～8.99秒は 38回（同

11.5％）となり、独りの視聴時と同様 2秒区分

毎での笑いの占める率は 1～2.99秒までが最も

高値であった。別区分として取り扱った 9秒以

上笑いは最長 78.29秒（S. T）の持続時間が見

られ、笑いは 112回（33.9％）を占めていた。

2．VAS によるビデオの面白さの評価

表 2は、コミックビデオ視聴後のビデオの面

白さの評価を 4名の被験者に VAS にて評価を

してもらった結果である。（表中の＊1～＊8は

実験施行順を示している。各被験者とも、独り

の視聴終了後 8週間目に複数の視聴での被験者

として実施している）

独りの視聴時においてのビデオの面白さの評

価は、A. S の 62ポイントから S. T の 77ポイ

ントの範囲で平均は 69.5ポイントであった。

また、複数の視聴時は、Y. A の 74ポイントか

ら S. T の 97ポイントの範囲で、平均について

見ると、最も低いポイントは視聴の 4 回目で

62.5ポイントであり、最も高いポイントは視聴

の 3回目で 72.75ポイントであった。各被験者

とも同一ビデオを視聴したにも関わらず、複数

の視聴時は独りの視聴時に比べ、H. T は 19ポ

イント、A. S は 28ポイント、S. T は 20ポイ

ント、Y. A は 2ポイントの増加を示し、これ

は笑いの数の合計の増加に反映されている。複

数の視聴中はお互いに会話をしないという確認

の下で実施したが、会話というコミュニケーシ

ョンを取らなくても、ひとつのものを複数で共

有しているという場の雰囲気が面白さのポイン

トの増加につながったのではないかと考えられ

る。

また、複数の視聴では、電極装着者以外の被

験者は自分のあまり興味・関心のないコミック

図 6 S. T の時間別笑いの回数

表 2 VAS によるビデオの面白さの評価（点）

H. T A. S S. T Y. A

独りでの視聴 67（＊1）62（＊2）77（＊3）72（＊4）

複数での視聴漓 86（＊5）38 72 57

複数での視聴滷 67 90（＊6）81 35

複数での視聴澆 66 66 97（＊7）62

複数での視聴潺 49 64 63 74（＊8）

（＊1）―（＊8）は、実験順序を示す
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ビデオを見ている事から、ビデオの面白さの評

価は低い数値が示された。

複数の視聴の最高および最低のポイントを見

ると、視聴の 1回目は H. T の 86 ポイントの

評価に対し、A. S は 38 ポイントの評価と 48

ポイントの差が見られ、以下、視聴の 2回目は

A. S の 90ポイントに対し Y. A の 35ポイント

（55ポイント差）、視聴の 3 回目は S. T の 97

ポイントに対し Y. A の 62ポイント（35ポイ

ント差）、視聴の 4回目は Y. A の 74ポイント

に対し H. T の 49ポイント（25ポイント差）

と、被験者それぞれの面白さの嗜好によって評

価ポイントに大きな差が生じることが確認され

た。

3．POMS の分析

図 7−1～8は、独りおよび複数のコミックビ

デオ視聴前後の POMS の結果を示したもので

ある。

POMS は、その時の気分状態を量る指標

で、表中の T−A は緊張・不安、D は抑うつ・

落ち込み、A−H は怒り・敵意、V は活気、F

は疲労、C は混乱の 6尺度を示している。

各被験者別に見ていくと、独りの視聴時にお

いて A. S は、視聴後に緊張・不安（T−A）、怒

り・敵意（A−H）、疲労（F）、混乱（C）の 4

尺度の得点が減少しており、抑うつ・落ち込み

（D）と活気（V）の 2尺度の得点に増加が見ら

れた。次に、Y. A は、緊張・不安（T−A）、抑

うつ・落ち込み（D）、怒り・敵意（A−H）、混

乱（C）の 4尺度の得点が減少しており、活気

（V）と疲労（F）の 2尺度の得点に増加が見ら

れた。また、S. T は緊張・不安（T−A）、怒り

・敵意（A−H）、混乱（C）の 3尺度の得点が

減少しており、活気（V）尺度の得点が増加

し、抑うつ・落ち込み（D）と疲労（F）の 2

尺度には得点の変化が見られなかった。さらに

H. T は、緊張・不安（T−A）、抑うつ・落ち込

み（D）、怒り・敵意（A−H）、疲労（F）、混乱

（C）の 5 尺度の得点に減少が見られ、活気

（V）尺度の得点のみに増加が見られた。

また、複数の視聴時の POMS の平均値を各

図 7−4 Y. A の複数での視聴前後の変化（平均）図 7−2 A. S の複数での視聴前後の変化（平均）

図 7−1 A. S の独りでの視聴前後の変化 図 7−3 Y. A の独りでの視聴前後の変化
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図 7−8 H. T の複数での視聴前後の変化（平均）図 7−6 S. T の複数での視聴前後の変化（平均）

図 7−5 S. T の独りでの視聴前後の変化 図 7−7 H. T の独りでの視聴前後の変化

図 8−1 独りでの視聴前後の POMS の変化

図 8−2 複数での視聴前後の POMS の変化
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被験者別に見ていくと、A. S は 6尺度すべて

の項目に得点の減少が見られ、Y. A は、緊張

・不安（T−A）、抑うつ・落ち込み（D）、怒り

・敵意（A−H）、抑うつ・落ち込み（D）の 4

尺度の得点が減少し、活気（V）と疲労（F）

の 2尺度の得点に増加が見られた。また、S. T

は抑うつ・落ち込み（D）、怒り・敵意（A−

H）の 2尺度の得点が減少しており、緊張・不

安（T−A）、活気（V）、疲労（F）の 3尺度の

得点に増加が見られ、混乱（C）の尺度には変

化が見られなかった。さらに H. T は、緊張・

不安（T−A）、抑うつ・落ち込み（D）、怒り・

敵意（A−H）、疲労（F）、混乱（C）の 5尺度

の得点に減少が見られ、活気（V）の尺度のみ

に増加が見られた。

さらに 4名の被験者の独りおよび複数の視聴

時の前後における POMS の変化を全体的に見

ると（図 8−1～2）、両場面ともコミックビデオ

を視聴して笑った後には活気（V）の尺度の得

点が増加しており、緊張・不安（T−A）、抑う

つ・落ち込み（D）、怒り・敵意（A−H）、混乱

（C）の 4尺度の得点は減少し、疲労（F）の尺

度の得点には増減のばらつきが見られた。増減

のばらつきが見られた疲労に関しては、コミッ

クビデオの個人の嗜好には好き嫌いがあること

から、好きなお笑いタレントやジャンルにおい

ては、ビデオ視聴中に疲れたという感じがせ

ず、逆にあまり好きではないタレントやジャン

ルにおいては、笑いを引き起こすギャグに気乗

りがせず、ビデオ視聴終了後に疲れたという被

験者の感想が記録されていることから、嗜好度

合いが笑いの数量および疲労に大きく関与する

ものと考えられる。

� 考 察

これまでの筆者の実験報告は、ヒト対ヒトで

の会話によるコミュニケーションを図った場合

の笑いの数量が中心であったが、今回の実験は

会話によるコミュニケーションを図ることは一

切実施せず、テレビに映るコミックビデオの映

像（いわゆるテレビ対ヒト）を独りで視聴した

時と複数（4名）で視聴した時での笑いの数量

を大騁骨筋筋電図により測定するとともに、

VAS を用いてビデオの面白さの評価や POMS

を用いてビデオ視聴前後の気分の変化を調査

し、コミュニケーションを持たない場合におい

て、笑いの数量および気分はどのように変化す

るのかを中心に検証した。

ヒトの笑いは、志水9）によると漓快の笑い

滷社交上の笑い 澆緊張緩和の笑いに分類され

ており、「社交上の笑い」は主としてコミュニ

ケーションのためのものであり、例えば挨拶の

時の笑いのように必ずしも快感情を伴わない。

今回、笑いの刺激として用いたコミックビデ

オは快感情を呼び起こすものであり、これに反

応する笑いは「快の笑い」である。しかし、笑

いが表情のひとつであり、それがヒトのコミュ

ニケーションの手段である以上、快の笑いもま

たコミュニケーションの意味を持っている。今

回の実験で、独りでビデオを視聴した時は快の

笑いが中心であるが、他人とともに複数で視聴

した時には、一緒に視聴しているヒトが笑うと

自分もつられて笑うという意味で社交上の笑い

の要素が加わっている。従来から心理学の領域

で他人と共に快の笑いが起こると笑いが増幅さ

れることが言われているが、今回の実験はそれ

を客観的に証明したといえるであろう。

つられ笑い（社交上の笑い）に関して、河

崎5）は、被験者 1名に喜劇ビデオを視聴しても

らい、1週間後に同じビデオを 2人の検者が同

席して被験者に見てもらうと、笑いのスコアは

1名で視聴した時よりもつられ笑いにより 23％

増加したと報告している。

筆者は以前に、コミックビデオを被験者 1名

に対し、独りの視聴用と複数の視聴用に各 1本

を用意し、被験者 4名で 8本のビデオを視聴し

てもらい、今回と同様の手法により実験を実施

したが、それぞれの被験者とも独りの視聴と複

数の視聴でビデオの内容が相違していても、今

回の実験結果と同様に各被験者とも複数の視聴
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場面の方が笑いの回数が多く、また VAS の点

数は高い結果が示された。これは、コミックビ

デオの嗜好の相違はあるものの、独りより複数

で視聴する方が場の共有による笑いを増加させ

るという結果を裏付けている。

今回は 4名という少数で統計的に結論付ける

ことは難しいが、独りの視聴場面では、笑いの

回数と笑いの総時間の間に 1％水準で有意な相

関が認められた。また、複数の視聴場面では、

笑いの総時間と笑いの最長時間の間に 1％水準

で有意な相関が認められた。

次に、VAS の結果を検者の行動観察と照ら

し合わせてみると、VAS の値をあまり高く評

価していない者は、観察記録からもあまり笑い

の様子が記録されていないことから、この VAS

の評価は的確にビデオ内容の面白さを反映して

いたものと思われる。ただ、笑いの数量と VAS

の関係についてみると、独りの視聴では有意差

は認められず、複数の視聴では笑いの数の合計

と 1回目の実験時の間に 1％水準で有意な相関

が認められたものの、あとの 3回には有意差は

認められなかった。この結果は、被験者に笑い

が見られても、50分間のうち前半に出現した

笑いはビデオ終了後の VAS の評価時には記憶

として影響が薄くなっているのではないかと推

察される。

さらに、ビデオ視聴前後の POMS の結果は

独りおよび複数の視聴結果とも類似しており、

笑うことが少なからず気分に影響を与えること

が実証されたと考えている。ただ、POMS の

増減は被験者によりばらつきがあり、どこまで

気分に影響を及ぼしているかが不明な点もある

が、より詳細に検討することが今後の課題であ

る。

独りの視聴においては笑いの数量と POMS

の関係は認められなかったものの、活気の項目

と VAS の結果の間には 1％水準で有意な相関

が認められた。また、複数の視聴においては、

笑いの数の合計と 1回目の実験での緊張・不安

（T−A）に、笑いの総時間および笑いの最長時

間は 3回目の実験での抑うつ・落ち込み（D）

に、平均持続時間と 3 回目の実験での疲労

（F）にそれぞれ 1％水準で有意な相関が認め

られた。さらに POMS と VAS の関係を見る

と、1回目の実験での緊張・不安（T−A）と 1

回目の VAS の間に、4回目の実験での緊張・

不安（T−A）と 3回目の VAS の間に、それぞ

れ 1％水準で有意な相関が認められた。

� 要 約

約 50分間における笑いの誘発ビデオを独り

で視聴した場合と複数で視聴した場合とでの、

笑いの数量と VAS（ビデオの面白さの評価）

および POMS（気分）の結果を検討をした結

果、以下の知見を得た。

1．50分間のコミックビデオ視聴中に得られ

た笑いの回数は、独りでの視聴時では 14回

～109回で、複数での視聴時では 32回～135

回であった。また、独りでビデオを視聴する

よりも、複数でビデオを視聴した時の方が笑

いの回数は多く測定された。

2．笑いの持続時間を 2秒区分で見ると、独り

での視聴時における笑いは 1～2.99秒までの

笑いが 29.3％を占め、複数での視聴時では

27.3％といずれも最も多くの笑いの出現が確

認された。

3．電極装着被験者の VAS によるビデオの面

白さの評価は、独りでの視聴時よりも複数で

の視聴時の方が点数が高かった。

4．コミックビデオ視聴後は、活気（V）の尺

度が増加した。
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